４　　　 　　　　令和８年度　定時制課程　学校経営計画
１　目指す学校

本校は、明治４０年に開校し１１０年を超える歴史と伝統のある学校である。工業・デザイン系高等学校として特色のある教育活動の充実を図り、より良い学校づくりを推進していく。

（１）スクール・ミッション

専門教科の学習や就業体験などの特色ある教育活動を通じて、グローバルな思考とコミュニケーション能力をもつ人材、地域社会や職場などで円滑な関係を築きつつ自ら考え判断解決し社会の発展に貢献する人材、自ら発想し表現し発信できる能力を持ち、業界をリードする人材を育成する。

（２）スクール・ポリシー

①グラデュエーション・ポリシー

１１０余年にわたり築いてきた良き伝統と「誠実・元気・信愛・規律」の校訓のもと生徒一人一人のもつ個性や能力の伸長を図り、工芸・デザインの専門性を高め、激しく変化する社会において自らの道を切り開き逞しく活躍する人材を育成する。

②カリキュラム・ポリシー

新学習指導要領の実施、大学入試制度の改革、ＩＣＴ機器を活用した教育環境の充実、都立工科高校改革など、学校教育を取り巻く制度や環境の変化を踏まえ、次の観点から教育課程の編成を行う。

(1)「主体的・対話的で深い学び」を生徒の能動的な学びを実現し、生涯にわたり自己の目標達成にむけ努力する姿勢とその基盤となる学力を育成する。

(2)専門学科に関する、基礎的・実践的な知識や技術・技能を身に付けさせる。

(3)大学進学に必要な学力等を的確に把握し、希望進路を実現するために必要な学力や技能を育成する。

③アドミッション・ポリシー

(1)本校の校訓である「誠実・元気・信愛・規律」を理解し、理想の生徒像に近づく努力をする生徒

(2)次のいずれかに該当する生徒

・絵を描くことやデザインすることが好きで、興味・関心がある生徒

・ものづくりが好きで、興味・関心がある生徒

・社会に役立つ知識・態度を身に付けようとする生徒

(3)思いやりがあり、相手の立場で物事が考えられる生徒

(4)技術を身に付けたいと思っている生徒

(5)決められたルールを守り、仲間と協力し合って授業に取り組める生徒　

２　中期目標と方策

（１）学校経営

①　大学入試制度の改革、教職員の働き方改革の推進、グローバルな視点を持った人材の育成、TOKYOスマート・スクール・プロジェクトを活用した教育環境の充実や校務処理の効率化など、学校教育を取り巻く制度や環境の変化を踏まえた判断力と機動力をもった学校組織を構築する。

②　「Next Kogyo START Project」 を推進し次世代の工業教育を実現する。

③　経営企画室は、予算・契約・施設・服務・学事など行政管理の側面から学校経営を捉え企画提案型の組織へと改編を図る。

④　あらゆる服務事故を根絶する。

（２）学習指導

①　わかる授業、生徒一人一人の個性や能力を伸ばす授業を進めるとともに、大学等への進学にも対応した教
育課程の充実を図り、生徒の多様なニーズに応える。

②　優れた技術、知識をもつ専門家を市民講師に活用する他、大学講師により講習会、各種展覧会の見学、校外授業等を実施し、学習への目的意識を明確にし、授業の満足度を高める。

③　外国語教育の充実と国際理解教育の推進を図る。

④　言語活動を推進し、思考力や判断力の育成を図る。

⑤　各学科の教育活動に応じた検定・資格取得、各種競技会・コンクールへの参加を積極的に推進する。

（３）進路指導

①　進路実現のため、１学年から計画的にキャリア教育を実施し、生徒の自己理解、自己啓発を促進し、将来について具体的な目標をもたせる。

②　生徒の自信と意欲を高めるため、各種検定試験や資格取得指導、企業見学、インターンシップ等の体験学習を拡充して、進路指導への満足度を高める。

③　インターンシップの実施等を通して、キャリア教育の充実を図る。

（４）生活指導・学校生活・健康つくり

①　生活指導指針に基づき、自主・自律に基づく基本的生活習慣を確立し、社会人としてのマナーを育成し、生徒一人一人が充実した学校生活を送ることができるように教育相談体制の充実を図る。

②　生徒の規範意識を育成するとともに、自他を慈しみ、生命を大切にする等、豊かな人間性や社会貢献の精神を育む。

③　体罰の根絶を図るとともに、いじめ総合対策に基づいたいじめ未然防止に取り組む。

④　安全で健康的な学習・生活環境を提供し、給食による食育等をとおした健康づくりを行う。

⑤　全ての生徒の自立や社会参加を支援するため、将来的な分掌への位置づけも視野に入れ、特別支援教育・教育相談を包括的に対応する支援体制を整備する。

⑥　「TOKYOACTIVE　PLAN for students」を踏まえ、生徒の体力向上を図る。

（５）特別活動

ホームルーム活動や工芸祭等特色ある学校行事、生徒会活動を通して、成果をあげることによって特別活動
の満足度を高める。また、部活動を通して学校の活性化を図り、共働的で意欲的な態度を育てる。

（６）広報活動・地域連携・その他

①　工芸高校定時制課程の魅力を発信し、より多くの人に工芸教育の提供を図る。

②　地域行事への参加、ボランティア、「人間と社会」による体験活動を推進する。

③　高大連携を図り、「学修成果」の単位認定を推進する。

④　メンタルヘルス講習会への参加や、ストレスチェックなどを活用し、教職員の健康状態への関心を高めるとともに、ライフ・ワーク・バランスの充実を図るため、職場環境改善を促進する。

３　今年度の取組目標と方策（数値目標含む）
（１）学校経営

　①　企画調整会議を機能させ、分掌等の会議との双方向性を維持し、確実な情報共有をすることにより、全教
職員の経営参画意識を高める。【企画調整会議の会議時間60分以内】

②　企画調整会議への提案は、必ず関係部署との事前調整を済ませ、次々回決定を目安に提出する。

③　自律経営予算の効率的な執行と効果的な運用を定期的な確認作業を通じて管理し、予算の効果的な執行に
努める。
④　校内組織の連携を密にして、計画的で組織的な業務遂行を行うことにより労働時間の短縮を図る。

⑤　長期休業期間を「年休取得促進期間及び定時退庁促進期間」とし超過勤務時間を縮減する。
【超過勤務時間45時間超年間累計30名以下】
⑥　分掌や教科等において、計画的・組織的に０JＴを実施する。

⑦　服務事故を根絶するため、服務の厳正を徹底し、学校運営の適正化に常時努める。【服務事故ゼロ】
（２）学習指導

①　生徒の実態に応じて、主体的・対話的で深い学び（問いの質の向上）を効果的に実践し、協働的な学びを

推進することにより、生徒間での学び合いを習慣化させ、生徒の学力を向上させる。

②　ICT機器や生徒一人１台端末を活用し、「個別最適な学び」を推進するとともに、より効率的で効果的な

授業を展開する。

③　生徒による授業評価を年間２回実施して、その結果を分析し、授業に反映させる。

④　初任者研修・２年次研修・３年次研修、中堅教諭資質向上研修や教員間の授業相互見学【年間3回】の機

会を通じて、全教員の授業力向上を図る。

⑤　生徒の実態や要望に応じて、「個別最適な学び」を視野に入れ、放課後や長期休業日における検定講座・講
習・補習等を積極的に行い、学力の向上を図り、希望進路の実現を図る。【各種講座20講座以上】
⑥　自ら学び考えたことを発表する機会等を通し言語活動の充実を図る。

⑦　学校設定教科「人間と社会」を状況に応じ適切に実施する。

⑧　学習活動を充実させるため学校図書館を有効活用し、考える力や創造力を養うため読書活動を推進する。

⑨　サポートチームを中心に、合理的配慮の提供や通級制度を活用し、生徒の学習上の困難を組織的に支援す
る。
（３）進路指導【就職希望者内定率及び専門学校進学希望者決定率100％、大学等進学希望者決定率80％以上】
①　進路未決定者をなくし、第一希望の進路実現を図る。

②　「進路だより」や進路情報等を積極的に提供し、進路室を活用した個別進路相談の推進を図る。

③　４年間を見通した進路ガイダンスを実施する。                           

④　企業見学会、インターンシップ等の体験学習を実施する。また、高大連携事業を継続推進する。

⑤　進路決定に役立つ職業体験相談会、デッサン講習会を実施する。           

⑥　ハローワークとの連携を強化すると共にサポートチームと連携し、YSW等を活用して多様な生徒に対する
進路指導を行う。                             

（４）生活指導・学校生活・健康つくり

①　生活指導指針に基づき、集団の中での基本的生活習慣を指導し、社会や学校生活のルール・マナー等の指
導を図る。

②　礼儀・服装指導、遅刻指導等の日常的指導を充実させる。【年間遅刻延べ回数3,000回以下】
③　授業開始のチャイムとともに授業を開始し、生徒に時間を守る意識を育成する。

④　いじめの未然防止の取り組みを充実し、いじめの早期発見、早期対応を組織的に行う。【調査年3回】
⑤　サポート委員会を定期的に開催し、生徒情報を共有し、対応を検討する。【年間10回以上】 

⑥　生命尊重の態度を育成するとともに、日常の生徒観察とポジティブな声掛け、生徒情報の校内共有体制と
生徒からの相談体制を充実、都立高校版コンディションレポート等の活用、ＳＣや外部機関との連携の活性
化等、組織的な指導や支援を充実させる。
⑦　暴力や体罰の禁止・根絶について、学校全体で共有・徹底し、安全で安心な学校をつくる。【体罰ゼロ】
⑧　安全教育プログラムに従い、危険を予測し回避する能力と、他者や社会の安全に貢献できる資質や能力を
育成する。

⑨　各種災害時における具体的な「自助」「共助」「公助」のあり方を学ぶ避難訓練や防災教育を充実させ、自
校の「消防計画」を活用した地域連携の防災訓練を実施する。【避難訓練等年間4回以上】
⑩　校内美化を推進し、校内施設全般において整理・整頓を進めることでより良い教育環境を作る。 

⑪　給食指導をとおして、健康な体づくりと健全な心の育成を図る。 

（５）特別活動

①　感染症・熱中症・落雷等、様々なリスクを想定し、安心・安全を最優先に、万全な対策を行い実施する。②　生徒の自主・自律活動を通じて健全な人格形成を図り、帰属意識を高める

③　部活動への参加を勧め、学業との両立を図る。【部活動加入率70％以上】
④　部活動は「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」（８年３月）に準じ

て、文武両道が推進できるよう 活動計画を立案し、合理的でかつ効率的・効果的な活動を推進する。
⑤　実行委員会の活性化を図り、工芸祭、体育祭、球技大会等の特色ある学校行事を充実させる。

⑥　各種コンクール、コンテスト等への参加を奨励し、実習との関連を考慮し指導の充実を図る。
　　【各種コンテスト等入賞数40以上】
⑦　教科や科目の学習に関連する各種検定の受験指導の充実を図り合格率の向上を目指す。
【各種検定や各専門学科の資格取得延べ100以上】
（６）広報活動・地域連携・その他

①　工芸の良さや特色を中学生、都民にＰＲし理解と信頼を深める。【二次募集までの入試倍率０．６倍】
②　情報の即時発信のためにホームページやＳＮＳによる情報発信を随時更新し充実を図る。

③　全教員による中学校訪問により、定時制の教育活動の周知を図る。

④　年３回の授業公開・学校説明会を実施する。【授業公開・学校見学　参加者数200名以上】
⑤　ストレスチェックなどを活用し、教職員の健康状態への関心を高めるとともに、ライフ・ワーク・バラン
スの充実を図るため、職場環境改善を促進する。
⑥　経営企画室の窓口における入校者管理や入校者及び教職員の名札の着用の徹底によって安心安全な校内環

境の実現を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　　　　　　　令和７年度　定時制課程　学校経営報告
１　今年度の取組目標と方策

（１）教育活動の目標と方策

【学校経営】

（１）教育活動の目標と方策

①企画調整会議による校内運営組織の充実を図り、分掌等の機動性と課題解決力を高める。

②自立経営予算の効率的な執行と効果的な運用を定期的な確認作業を通じて管理し、予算の効果的な執行に努める。

③統合型校務支援システム導入に伴い、業務の効率化と生徒状況等の一元化を図る。

④一人一台端末の導入に伴い、校内の情報活用環境の整備を図る。

⑤経営企画室は予算の計画的かつ効果的な予算執行を行い、経営的視点に立った校務全般の運営に努める。

⑥計画的な校内研修の実施と、日常的な注意喚起を促し、服務事故の防止に努める。
　　校内の諸課題について企画調整会議で検討・調整を行い決定した。また、自立経営予算について適切に管理し効果的な執行を行った。
【学習指導】

①生徒による授業評価、教員相互の研究授業等の研修成果を生かした授業の改善を図る。

②学習習慣の定着を図り、基礎学力を向上させ、希望進路を実現させる。ＩＣＴを活用したオンライン授業の実施や体験的な授業の活性化等を通し授業改善の工夫を図る。

③「観点別評価」の導入の趣旨を踏まえ、適切な評価の運用を通して、生徒の能動的な学習を促進する。

④自ら学び考えたことを発表する機会等を通し言語活動の充実を図る。

⑤放課後や長期休業日に、資格・検定講座、進学対策講座を実施する。

⑥学校設定教科「人間と社会」を状況に応じ適切に実施する。

⑦学習活動を充実させるため学校図書館を有効活用し、考える力や創造力を養うため読書活動を推進する。

⑧サポートチームを中心に、合理的配慮の提供や通級制度を活用し、生徒の学習上の困難を組織的に支援する。
　　授業におけるＩＣＴ機器の有効な使用方法について研究を進め、授業改善及び校務の効率化を図った。また、工芸・美術・デザイン分野について専門的な指導体制を構築した。
【進路指導】

①「進路だより」や進路情報等を積極的に提供し、進路室を活用した個別進路相談の推進を図る。

②４年間を見通した進路ガイダンスを実施する。                           

③企業見学会、インターンシップ等の体験学習を実施する。また、高大連携事業を継続推進する。

④進路決定に役立つ職業体験相談会、デッサン講習会を実施する。           

⑤ハローワークとの連携を強化すると共にサポートチームと連携し、YSW等を活用して多様な生徒に対する進路指導を行う。
　　インターンシップなどにより勤労観・職業観を育むとともに、興味・関心に応じた進路選択ができるよう組織的に取組んだ。また、外部学力テストの実施や大学入学共通テストの情報分析を行い、大学進学志望者に対する教育活動の充実を図った。
【生活指導・学校生活・健康つくり】

①生活指導指針に基づき、集団の中での基本的生活習慣を指導し、社会や学校生活のルール・マナー等の指導を図る。

②礼儀・服装指導、遅刻指導等の日常的指導を充実させるためＨＲ、集会（3回）等で指導を行う。

③授業開始のチャイムとともに授業を開始し、生徒に時間を守る意識を育成する。

④いじめの未然防止の取り組みを充実し、いじめの早期発見、早期対応を組織的に行う。

⑤体罰の根絶に向け、体罰の禁止を徹底するとともに、自殺総合対策大網に基づき、自殺対策教育推進を組織的に取り組む。

⑥校内美化を推進し、校内施設全般において整理・整頓を進めることでより良い教育環境を作る。

⑦交通安全、薬物乱用防止等のセーフティー教室を実施する。 

⑧日頃から生徒の状況を把握し「心の悩み」相談の充実を図る。

⑨全校生徒に体力テストを実施し、体力向上を推進する。

⑩給食指導をとおして、健康な体づくりと健全な心の育成を図る。 

⑪サポートチームを中心にSC・特別支援教育心理士・精神科医等と連携し、また、都立高校版コンディションレポート等を活用し、生徒の生活上の困難を組織的に支援する。

⑫アフターコロナの状況を踏まえ、学校行事等の学校生活の充実を図る。
　生徒向け相談シートや校内コンディションレポートを活用し、いじめや生命の事故を未然に防止する校内体制を構築した。また、人権教育を推進し他者や人名を尊重する教育を行った。
【特別活動】

①部活動への参加を勧め、学業との両立を図る。

②実行委員会の活性化を図り、工芸祭、体育祭、球技大会等の特色ある学校行事を充実させる。

③各種コンクール、コンテスト等への参加を奨励し、実習との関連を考慮し指導の充実を図る。

④教科や科目の学習に関連する各種検定の受験指導の充実を図り合格率の向上を目指す。
　　工芸高校の伝統を踏まえた体育祭や工芸祭などの学校行事を実現し、生徒が自発的・創造的に取り組む態度を育成した。
【広報活動・地域連携・その他】

①情報の即時発信のためにホームページやＳＮＳによる情報発信を随時更新し充実を図る。

②全教員による中学校訪問により、定時制の教育活動の周知を図る。

③年３回の授業公開・学校説明会を実施する。

④教職員のライフ・ワーク・バランスに配慮し、子育てや介護を支援するとともに、定時退庁を推進する。
　　ＳＮＳを活用した情報発信を積極的に活用し、リアルタイムに情報発信を行った。また、動画配信や学校紹介コンテンツを充実させ学校の魅力向上を実現した。
（２）重点目標と方策

【学校経営】

〇校内のICT環境を最大限に活用し、校務の効率化と情報管理を行うための校内組織体制を整備する。

（数値目標）各種会議のペーパーレス化を徹底、自立経営予算執行率を７５％、服務事故件数０件
（昨年度）各種会議のペーパーレス化を徹底、自立経営予算執行率を５８％、服務事故件数１件
（今年度）各種会議のペーパーレス化を徹底、自立経営予算執行率を５６％、服務事故件数６件　　【評価　Ｃ】
【学習指導】

〇若手教員研修等の丁寧な実施を通して、授業改善を推進する。

（数値目標）学校評価アンケート９０％以上、検定資格延べ１００件以上、コンテスト入賞数４０以上
（昨年度）　学校評価アンケート９０％以上、検定資格延べ１００件以上、コンテスト入賞数４０以上
（今年度）　学校評価アンケート７０％以上、検定資格延べ１００件以上、コンテスト入賞数３７以上
　　【評価　Ｃ】
【進路指導】

〇キャリア教育年間指導計画に基づき、進路ガイダンスやインターンシップの実施、高大連携事業の活用を図り生徒の進路実現を目指す。

（数値目標）４年制大学現役進学率９０％、就職希望者内定率１００％
（昨年度）　４年制大学現役進学率８８％、就職希望者内定率８８％
（今年度）　４年制大学現役進学率８３％、就職希望者内定率１００％　　【評価　Ｂ】
【生活指導・学校生活・健康つくり】

〇教育相談に基づく生徒理解の促進ときめ細やかな生徒指導を行い、校内におけるいじめ、生命にかかわる事故、教師による体罰等の未然防止に努める。

（数値目標）学校評価アンケート８５％以上、いじめの発生件数０件、生命の事故０件、体罰発生０件、
中途退学者６名以下
（昨年度）　学校評価アンケート６３％以上、いじめの発生件数０件、生命の事故１件、体罰発生０件、
中途退学者６名以下
（今年度）　学校評価アンケート７０％以上、いじめの発生件数０件、生命の事故１件、体罰発生０件、

中途退学者１０名以下　　【評価　Ｂ】
〇生活に関わる指導を通して、豊かな学校生活の実現に努める。

（数値目標）食育の実施をとおして給食の喫食率の向上を図る。
（昨年度）　食育の実施をとおして給食の喫食率の向上を図る。喫食率６７％
（今年度）　食育の実施をとおして給食の喫食率の向上を図る。喫食率７０％　　【評価　Ｂ】
【特別活動】

〇安心・安全な特別活動の実施に努める。

（数値目標）部活動加入率７０％以上。
（昨年度）　部活動加入率５５％以上
（今年度）　部活動加入率７５％以上　　【評価　Ａ】
【広報活動・地域連携・その他】

〇工芸高校の情報発信を通して学校理解を推進する。

（数値目標）授業公開・学校見学参加者数２００名以上、入試最終倍率０.８倍
（昨年度）授業公開・学校見学参加者数１７１名、入試最終倍率０.６倍
（今年度）授業公開・学校見学参加者数１９１名、入試最終倍率０.６倍　　【評価　Ｂ】
〇教職員の家庭と職場の両立を高い次元で実現する

（数値目標）男性の育児休業３０％以上取得
（昨年度）　男性の育児休業０％取得
（今年度）　男性の育児休業該当者なし　　【評価　Ｂ】
PAGE  
2

